
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本調査は、平成 18 年度に予定している文京区地域福祉計画（障害者計画）の策定に向

け、区内の身体障害者、知的障害者、精神障害者並びに障害児の生活実態、障害者福祉サ

ービス利用状況及び障害者福祉施策への意向を把握し、計画の基礎資料とするとともに、

施策のあり方等の検討に資することを目的に実施した。 
 
 
 
 

身 体 障 害 者 

 

身体障害者手帳所持者のうち約３割の無作為抽出及び支援費

制度の受給者証の交付者 

知 的 障 害 者 愛の手帳所持者及び支援費受給者証交付者 

精 神 障 害 者 精神障害者保健福祉手帳所持者 

就学前障害児 

 

区立幼稚園特別保育児童、区立保育園障害児保育児童及び

福祉センターに通所している児童  

調査対象 
（平成 17 年 12 月１日現在） 

 

就学後障害児 

 

区立の小中学校心身障害者学級（固定制・通級制情緒障害学

級）在籍児童生徒、養護学校在学の区内在住児童及び育成室

に障害児として入室している児童  

調査方法 原則として郵送配布・郵送回収 

調査時期 平成 18 年１月６日（金）～１月 27 日（金） 

               〈対象者数〉  〈有効回答数〉  〈有効回答率〉 

身 体 障 害 者     1,554 人       1,019 人        65.6% 
知 的 障 害 者       622 人         485 人        78.0% 
精 神 障 害 者       432 人         287 人        66.4% 

就学前障害児        70 人          55 人        78.6% 

就学後障害児       177 人         115 人        65.0% 

回収状況 

 

     計           2,855 人       1,961 人        68.7% 

 
 
 
 

概 要 版

調査目的 

調査概要 

概要版の見方 

文京区障害者(児)実態・意向調査報告書 

・ ｎは基数となる実数であり、設問に対する回答者数である。 

・ 各構成比の合計は、四捨五入や非該当（回答と回答者等に矛盾を生じている場合）の省略の関係で

100％にならない場合がある。 

・ 複数回答の場合は、合計が 100％を超えることがある。 

・ この概要版は、調査項目の中から、基本となる部分、特徴的な傾向が読み取れる部分を中心にまとめて

いるため、報告書本編とは設問の順序、掲載内容、グラフ等が異なっている。 
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１ 身体障害者 

１ 基本属性について 
 

１級

34 .9%

２級

16 .3%

３級

17 .1%

４級

17 .5%

５級

4 .3%

６級

3 .7%

無回答

6 .2%

ｎ=1019

【障害程度別】 

 

 １級・２級 ３級・４級 ５級・６級

重　度 中　度 軽　度 

 
障害の程度は１級、２級の重度が合わせて、半数以上を占めた。 

 

 

 

 

 

 

２ 住居について 
 

2 .2

35 .0

18 .3

13 .6

12 .8

28 .6

25 .6

15 .3

25 .6

17 .5

0 10 20 30 40

手すりがない

トイレや浴室が居室から離れている

階段が急である

段差がある

廊下が狭くて車いすが使えない

部屋が狭いなどでベッドが使えない

エレベーターがない

住宅が老朽化している

その他

無回答 ｎ=360

【住居の問題点】
（％）

複数回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

住居の問題点については、「住宅の老朽化」が最も多く、次いで「段差がある」であった。 

 

 

３ 収入・年金について 

 

 

 
本人の収入源をみると、「自分の

年金・手当や恩給」が最も高い割合

を占めている。 
 

 

 

 

 

 2 .5

6 .6

2 .6

1 .6

5 .4

19 .0

9 .8

5 .6

74 .8

25 .1

0 20 40 60 8

自分で働いて得た収入

自分の年金・手当や恩給

自分の預貯金利子や株配当

自分の不動産等の財産収入

自分の預貯金を下ろす

家族からの援助（仕送り）

家族以外からの援助

その他

収入はない

無回答

複数回答
ｎ=1019

【本人の収入源】
（％）

0
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４ 就労の状況について 

希望

する

12 .9%

希望

しない

70 .1%

現在一

般企業

で働い

ている

6.7%

無回答

10 .4%

ｎ=1019

【一般企業への就職について】

 【就労状況】

働いている

24 .6％
働いていない

73 .8％

無回答　1 .6 ％

n=1019

 

 

 

 
 

就労状況は、「働いている」が 24.6％であった。 

一般企業への就職を希望する人については、｢希望する｣が

12.9％であった。 

 

 

５ 介護の状況について 
 

 

9 .3

20 .5

31 .8

19 .3

14 .5

17 .1

16 .3

14 .7

5 .6

8 .9

24 .9

2 .0

19 .7

0 5 10 15 20 25 30 35

食事の介護

トイレの介護

入浴の介護

病気の看護

仕事への影響

 

 

14 .5

11 .9

22 .3

24 .1

12 .5
19 .7

32 .6

17 .1

7 .6

20 .9

13 .9

29 .8

感じない

低い

高い

とても高い

身体的負担感

精神的負担感

経済的負担感

（％）【介護の負担感】

n=503

 

 

 

 

 
家事

 

 

 

 

 

 
 

・育児への影響

近所・友人づきあいに影響

休む時間がない・休養がとれない

買い物・外出が気軽にできない

介護の方法がわからない

その他

特に困っていない

無回答

複数回答
ｎ=503

【介護で困っていること】

（％）

 

 

介護で困っていることでは、「買い物・外出が気軽にできない」、「休む時間がない・休養ができない」とする

人が多かった。 

介護の負担感では、身体的、精神的、経済的のいずれでも「高い」とする割合が多かった。 

 

６ 日中活動について 
 

2 .5

8 .1

9 .1

69 .1

3 .0

21 .1

5 .1

2 .5

18 .3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

仕事をしている

学校・保育園・幼稚園等に通っている

心身障害者福祉施設に通所している

病院などに通院することが多い

入院している

自宅にいることが多い

趣味・習い事などに参加することが多い

その他

無回答
ｎ=1019

【日中の活動場所】

複数回答

（％）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

日中の活動場所については、「自宅にいることが多い」が最も多かった。 
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【今後の過ごし方】

自宅で

過ごす

60 .2%

更生施設に

通所す る

0. 6%

授産施設に

通所す る

0. 7%

デ イ サー ビ ス

セン ター に

通所す る

9. 7%

その他

9 .2%

無回答

13 .0%

就職す る

5. 2%

訓練施設に

通所す る

1. 5%

n=1019

 

 

 

 
今後、希望する過ごし方では、「自宅で過ご

す」が 60.2％と高い割合を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 外出時のことについて 
 

 

 

 
外出時に困ることについて

は、「階段の昇降」、「歩道、道

路、出入口の段差」をあげる人

が多かった。 

 

5 .7

23 .6

5 .3

17 .0

2 .1

4 .3

13 .0

2 .0

3 .5

20 .0

52 .0

37 .7

13 .8

0 10 20 30 40 50 60

歩道、道路、出入口の段差

階段の昇降

路上の障害物

標識・標示の案内がわかりにくい

点字ブロック、盲人用信号がない

手すりがない

付き添ってくれる人がいない

移動の手段がない

障害者が使えるトイレが少ない

電車、バス、タクシー等の乗降

乗車券の購入・料金の支払いが困難

その他

無回答

複数回答
ｎ=1019

【外出時に困ること】 （％）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 相談について 
 

 

 

 

 
悩みごとなどを相談する相

手をたずねたところ、「家族・親

族」とする回答が最も多かっ

た。 

16 .3

1 .8

1 .2

1 .2

0 .1

2 .8

1 .4

9 .1

2 .5

1 .9

14 .2

3 .4

28 .7

79 .2

14 .4

0 20 40 60 80 10

家族・親族

友人・知人

勤務先の人

区の窓口　

民生委員・児童委員

身体・知的障害者相談員

ホームヘルパー

障害者地域自立生活支援センター

病院・診療所のケースワーカー

施設の指導員・支援員　　

学校・保育園・幼稚園等の先生

スクールカウンセラー　　

介護支援相談員

社会福祉協議会

障害者団体

【悩みごとなどを相談する相手】 （％）

4 .7

2 .1

6 .5

0

その他

相談する人がいない

無回答

複数回答
ｎ=1019

 
 

 

 

 

 

 

 4



９ 障害者福祉サービスについて 
 
【利用状況】 

 

7 . 6

9 . 5

9 . 1

19 . 0

15 . 9

13 . 2

16 . 5

17 . 4

17 . 9

28 . 9

20 . 8

15 . 8

14 . 3

20 . 1

14 . 7

14 . 0

16 . 0

13 . 5

16 . 1

14 . 4

10 . 7

14 . 9

20 . 0

25 . 5

17 . 6

22 . 0

22 . 0

7 . 1

7 . 5

18 . 4

15 . 5

6 . 8

18 . 9

23 . 3

22 . 7

8 . 2

13 . 0

10 . 8

26 . 6

20 . 8

15 . 3

14 . 0

18 . 4

13 . 0

11 . 6

12 . 7

22 . 5

16 . 3

23 . 7

25 . 3

18 . 9

14 . 9

13 . 8

26 . 7

17 . 8

16 . 1

16 . 0

18 . 2

45 . 6

46 . 6

45 . 9

46 . 2

45 . 0

43 . 8

44 . 1

44 . 8

45 . 0

43 . 6

44 . 5

43 . 8

42 . 0

44 . 1

39 . 6

4 . 7

3 . 1

0 . 6

1 . 7

1 . 5

3 . 5

5 . 2

2 . 6

4 . 0

4 . 2

1 . 5

2 . 9

2 . 1

0 . 8

45 . 9

44 . 1

44 . 9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いきいきサービス

権利擁護センター

福祉車両の貸出し

福祉講座

障害者会館

心身障害者レクリエーション

車いすの貸出し

障害者歯科健康診査・診療

軽度障害者入浴

巡回入浴サービス

理美容サービス

福祉電話（電話料金の助成）

緊急通報・火災安全システム

紙おむつの支給

日常生活用具の給付

補装具の交付・修理

緊急一時介護委託費の助成

短期保護

現在利用している 制度は知っているが、 利用したことがない

制度を知らない 利用の対象でない

無回答

ｎ＝1019

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

障害者福祉サービスの利用状況をみると、「現在利用している」割合は低いが、サービスによっては、「利

用の対象でない」とする人が多かった。 

 

10 支援費制度について 
 
【利用状況】 

21 .1

21 .6

13 .0

17 .7

27 .6

20 .3

78 .9

97 .4

99 .0

95 .3

78 .4

87 .0

82 .3

72 .4

79 .7

4 .7

2 .6

1 .0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

入所施設

通所施設

グループホーム

短期入所

デイサービス

日常生活支援 

移動介護

家事援助

身体介護

利用している 利用していない

ｎ＝384

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
支援費制度の利用状況については、家事援助、デイサービス、身体介護の利用が２割を超えている。 
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11 入所者の生活場所 

 

 

無回答

16 .0%

その他

4.9%

わから

ない

8.6%

現在の

施設

45 .7%

別の施設

3 .7%

施設を出

て文京区

で暮らす

21 .0%

【今後の生活場所】

n=81

 

 
施設入所者に今後の生活場所についてたずね

たところ、「現在の施設」が最も高い割合を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 災害対策・情報提供について 
 

 

 
 

災害時に不安に感じること

では、「自力で避難できない」と

する回答が最も多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

23 .7

17 .9

27 .2

35 .9

24 .6

34 .5

3 .1

15 .1

5 .1

17 .9

0 5 10 15 20 25 30 35 40

災害の状況がわからない

災害の発生などを消防署や周囲の人へ連絡できない

初期消火ができない

自力で避難できない

医療機器の使用や服薬ができなくなる

避難所等におけるトイ レの利用に不安を感じる

その他

特になし

わからない

無回答

複数回答
ｎ=1019

【不安に感じること】
（％）

 

13 要望事項について 
 

 

 

 
区政への要望については、

「医療費の軽減・医療制度の

充実」が最も高く、次いで「介

護サービスの充実」、「道路・

交通機関・公共機関の整備」

の順に多かった。 

 

 

 

 19 .8

32 .1

14 .3

9 .2

23 .4

11 .0

6 .6

4 .2

12 .9

15 .1

5 .4

7 .6

46 .8

32 .8

23 .6

0 10 20 30 40 50

障害者のための住宅施策の充実

介護サービスの充実

医療費の軽減・医療制度の充実

スポーツ・レクリエーショ ン活動・文化活動の充実

地域の人との交流の促進

機能回復訓練のための事業の充実

緊急一時保護事業

施設の整備

就労支援や職業訓練の充実

各種相談事業の充実

情報提供の充実

道路・交通機関・公共機関の整備

障害者に対する理解へのＰＲ

ボランティアの育成・支援

障害者に配慮した防犯・防災対策の推進

【区政への要望】
（％）

22 .8

3 .0グループホームの誘致

無回答

複数回答
ｎ=1019
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１ 基本属性について 
 

 

 

 
障害の程度は３度、２度、４度の順に多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 住居について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
住居の問題点については、「住宅が老朽化している」が最も多かった。 

 

 

３ 収入・年金について 
 

 

 
 

本人の収入源をみると、「自分

の年金・手当や恩給」が最も多か

った。 

知的障害者 ２ 

無回答

2.6%

４度

28 .5%

３度

34 .0%

２度

31 .7%

１度

3 .2%

【障害の程度】

n=467

43 .0

1 .8

21 .1

9 .6

20 .2

8 .8

13 .2

20 .2

15 .8

12 .3

0 10 20 30 40 50

手すりがない

トイレや浴室が居室から離れている

階段が急である

段差がある

廊下が狭くて車いすが使えない

部屋が狭いなどの理由によりベッドが使えない

エレベーターがない

住宅が老朽化している

その他

無回答

【住居の問題点】

複数回答　n=114

（％）

1 .6無回答

26 .4

2 .5

1 .0

8 .0

3 .9

0 .6

1 .2

61 .9

27 .0

0 10 20 30 40 50 60 70

自分で働いて得た収入

自分の年金・手当や恩給

自分の預貯金利子や株配当

自分の不動産等の財産収入

自分の預貯金を下ろす

家族からの援助（仕送り）

家族以外からの援助

その他

収入はない

【本人の収入源】

複数回答
n=485

（％）
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４ 就労の状況について 

無回答

15 .3%

現在一

般企業

で働い

ている

7 .6%

希望

しない

53 .2%

希望

する

23 .9%

【一般企業への就職について】

n=485

 

働いている

 30 .1％

働いていない

68 .0％

 無回答

1 .9％

【就労状況】

n=485

 

 

 

 

 
就労状況は、「働いている」は 30.1％、「働いていない」は 68.0％で

あった。 
一般企業への就職を希望する人は 23.9％であった。 

 

 

５ 介護の状況について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

介護で困っていることでは、「買い物・外出が気軽にできない」が多く、次いで「休む時間がない・休養がとれ

ない」であった。 

介護の負担感については、身体的、精神的、経済的のいずれでも「高い」とする割合が多かった。 

 

 

６ 日中活動について 
 

 

 

 
日中の活動場所について

は、通園、通学、福祉施設に

通所している人の割合が２割

を超えていた。 

 

 

 

 

 

21 .5

7 .9

16 .8

10 .4

3 .2

35 .2

33 .3

16 .5

7 .9

37 .7

16 .8

30 .1

0 10 20 30 4

感じない

低い

高い

とても高い

0

身体的負担感

精神的負担感

経済的負担感

ｎ=279

（％）【介護の負担感】

13 .6

12 .9

17 .9

1 .8

44 .8

36 .9

20 .1

21 .5

21 .1

13 .3

21 .1

14 .7

17 .9

0 10 20 30 40 5

食事の介護

トイレの介護

入浴の介護

病気の看護

仕事への影響

家事・育児への影響

近所・友人づきあいに影響

休む時間がない・休養がとれない

買い物・外出が気軽にできない

介護の方法がわからない

その他

特に困っていない

無回答

【介護で困っていること】

複数回答
n=279

（％）

0

2 .9

24 .1

4 .1

21 .2

0 .8

3 .9

26 .4

25 .2

17 .5

0 5 10 15 20 25 30

仕事をしている

学校・保育園・幼稚園等に通っている

心身障害者福祉施設に通所している

病院などに通院することが多い

入院している

自宅にいることが多い

趣味・習い事などに参加することが多い

その他

無回答

【日中の活動場所】

複数回答　n=485

（％）
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【今後の過ごし方】

自宅で

過ごす

9 .9%

授産施設に

通所す る

16 . 5%

就職

する

15 .9%

無回答

19 .5%

その他

19 .4%

訓練施設に

通所す る

5. 4%

デ イ サー ビ

スセン ター に

通所す る

6. 0%

更生施設に

通所す る

7. 4%

n=485

 

 

 
今後、希望する過ごし方では、「授産施設

に通所する」、「就職する」の割合が高かっ

た。 

 

 

 

 

 

 

７ 外出時のことについて 
 

 

 

 
外出時に困ることについては、

「乗車券の購入・料金の支払いが

困難」が最も多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24 .9

8 .9

36 .9

17 .5

19 .4

9 .3

8 .7

0 .2

4 .5

10 .7

1 .6

13 .8

9 .9

0 5 10 15 20 25 30 35 40

歩道、道路、出入口の段差

階段の昇降

路上の障害物

標識・標示の案内がわかりにくい

点字ブロック、盲人用信号がない

手すりがない

付き添ってくれる人がいない

移動の手段がない

障害者が使えるトイレが少ない

、バス、タクシー等の乗降

乗車券の購入・料金の支払いが困難

その他

無回答

【外出時に困ること】

複数回答
n=485

（％）

電車

 

８ 相談について 
 

 

 

 

 
悩みごとなどを相談する相手を

たずねたところ、「家族・親族」とす

る人が最も多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

15 .3

0 .6

10 .9

2 .3

1 .0

2 .1

28 .2

7 .2

2 .5

2 .1

6 .8

0 .0

16 .5

7 .6

13 .4

71 .1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

家族・親族

友人・知人

勤務先の人

区の窓口

民生委員・児童委員

身体・知的障害者相談員

ホームヘルパー

障害者地域自立生活支援センター

病院・診療所のケースワーカー

施設の指導員・支援員

学校・保育園・幼稚園等の先生

スクールカウンセラー

介護支援相談員

社会福祉協議会

障害者団体

その他

【悩みごとなどを相談する相手】

複数回答

（％）

0 .0

8 .9

相談する人がいない

無回答
n=485
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９ 障害者福祉サービスについて 
【利用状況】 

 

11 . 3

11 . 8

8 . 0

8 . 5

15 . 1

16 . 3

13 . 4

21 . 6

22 . 9

34 . 8

12 . 6

22 . 5

6 . 6

13 . 2

14 . 2

9 . 7

10 . 5

9 . 7

10 . 9

8 . 2

18 . 6

24 . 3

26 . 4

31 . 3

21 . 6

26 . 2

19 . 0

8 . 9

7 . 6

16 . 3

24 . 9

11 . 8

22 . 7

28 . 2

31 . 3

8 . 2

15 . 9

8 . 9

27 . 0

12 . 0

21 . 9

15 . 7

28 . 5

13 . 6

11 . 5

12 . 0

43 . 1

14 . 6

32 . 0

38 . 7

26 . 4

26 . 4

22 . 3

38 . 6

34 . 4

40 . 0

16 . 3

16 . 1

2 . 1

0 . 4

0 . 8

2 . 1

10 . 3

0 . 6

0 . 4

0 . 4

0 . 6

1 . 6

15 . 1

3 . 1

32 .5

35 . 0

34 . 4

36 . 7

35 . 5

35 . 9

35 . 3

35 . 1

35 . 9

35 . 9

34 . 8

36 . 1

33 . 0

36 . 3

36 . 2

36 . 7

35 . 7

36 . 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いきいきサービス

権利擁護センター

福祉車両の貸出し

福祉講座

障害者会館

心身障害者レクリエーション

車いすの貸出し

障害者歯科健康診査・診療

軽度障害者入浴

巡回入浴サービス

理美容サービス

福祉電話（電話料金の助成）

緊急通報・火災安全システム

紙おむつの支給

日常生活用具の給付

補装具の交付・修理

緊急一時介護委託費の助成

短期保護

現在利用している 制度は知っているが、 利用したことがない

制度を知らない 利用の対象でない

無回答

n=485

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
障害者福祉サービスの利用状況をみると、「利用の対象でない」とする回答が多くみられた。 

 

10 支援費制度について 
【利用状況】 

47 .7

8 .2

12 .9

9 .8

52 .3

82 .0

88 .7

91 .8

87 .1

95 .7

90 .2

96 .5

94 .1

4 .3

3 .5

5 .9

18 .0

11 .3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

入所施設

通所施設

グループホーム

短期入所

デイサービス

日常生活支援 

移動介護

家事援助

身体介護

利用している 利用していない
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
支援費制度の利用状況については、入所施設の利用が 47.7％と最も高かった。 
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11 入所者の生活場所について 
 

施設を 出て

文京区で

暮らす

8. 2%

その他

3.3%

別の施設

5 .7%

わから

ない

12 .3%

無回答

13 .1%

現在の

施設

57 .4%

【今後の生活場所】

ｎ=122

 

 

 
施設入所者に、今後、生活したい場所をたずねたとこ

ろ、「現在の施設」とする回答が６割近くであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 災害対策・情報提供について 
 

 

 
災害時に不安に感じることで

は、「自力で避難できない」と

する回答が最も多く、続いて

「災害の状況がわからない」、

「初期消火ができない」の順と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

41 .4

36 .3

39 .8

43 .9

20 .2

28 .7

5 .8

8 .9

11 .1

13 .8

0 10 20 30 40 5

災害の状況がわからない

災害の発生などを消防署や周囲の人へ連絡できない

初期消火ができない

自力で避難できない

医療機器の使用や服薬ができなくなる

0

難所等におけるトイレの利用に不安を感じる

その他

特になし

わからない

無回答

【不安に感じること】

複数回答
n=485

（％）

避

 

13 要望事項について 
 

 

 

 

 
区政への要望で最も多かっ

たものは、「医療費の軽減・医

療制度の充実」であった。次い

で「グループホームの誘致」、

「緊急一時保護事業」、「介護

サービスの充実」の順となって

いる。 

20 .8

9 .7

27 .2

23 .3

13 .4

27 .0

15 .1

28 .0

6 .8

9 .1

20 .8

46 .0

27 .6

26 .2

0 10 20 30 40 5

障害者のための住宅施策の充実

介護サービスの充実

医療費の軽減・医療制度の充実

スポーツ・レクリエーショ ン活動・文化活動の充実

地域の人との交流の促進

機能回復訓練のための事業の充実

緊急一時保護事業

施設の整備

就労支援や職業訓練の充実

各種相談事業の充実

情報提供の充実

道路・交通機関・公共機関の整備（バリアフリー）

障害者に対する理解へのＰＲ

ボランティアの育成・支援

【区政への要望】 （％）

19 .4

28 .7

16 .9

0

障害者に配慮した防犯・防災対策の推進

グループホームの誘致

無回答

複数回答
n=485
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３ 精神障害者 

１ 回答者の属性 
 

非該当

25 .1%

無回答

2.1%

３級

25 .4%

２級

38 .3%

１級

9 .1%

ｎ=287

【障害の程度】
 

 

 
障害の程度は、２級が最も多く、次いで３級、１級の順

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 通院・入院について 
 

 

 

 

                   

 

 

 

 
通院の状況については、94.5％が「通院している」と回答しており、通院の頻度については、「月に２回ぐら

い」が 43.8％と最も多く、続いて「月に１回ぐらい」の 38.0％であった。 

 

 

 

 
精神疾患の医療で困ってい

ることについては、「病状が良く

ならない」とする回答が最も多

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【通院の状況】

通院している 94.5 ％

通院していない 5.2 ％

無回答 0.3 ％

n=287

（％）

0 .4

12 .9

1 .5

0 .4

3 .0

43 .8

38 .0

0 10 20 30 40 50

月に1回ぐらい

月に2回ぐらい

年に５～６回ぐらい

年に１～２回ぐらい

不定期に受診している

その他

無回答
ｎ=271

【通院の頻度】

8 .0

17 .1

22 .3

8 .4

24 .0

44 .6

13 .6

22 .6

0 10 20 30 40 50

服薬のことで困っている

医療機関が遠い、受診しにくい

病状が良くならない

具合が悪くなったときの緊急の受診先がない

医療費が高い

特にない

その他

無回答

複数回答
ｎ=287

【精神疾患の医療で困っていること】 （％）

無回答

0.7%

入院した

ことが

ある

72 .8%

入院した

ことは

ない

26 .5%

【入院の状況】

11回以上

3.3%

無回答

3 .3%

６～10回

12 .4%

５回

6 .7%

４回

11 .5% ２回

１回

28 .4%

【今までの入院回数】

精神疾患での入院

状況をみると、72.8％

が「入院したことがあ

る」と回答していた。 

今 ま で の 入 院 回

数を聞いたところ、１

回が最も多かった。

また、入院回数の平

均では、3.6 回であっ

た。 
３回

14 .8%

19 .6 %

ｎ=209

ｎ=287
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３ 住居について 
 

44 .6

39 .7

6 .6

33 .1

29 .8

23 .1

0 .8

0 10 20 30 40 50

住宅が老朽化している

家が狭い

住宅の賃貸時の保証人がいない

家賃が高い

環境が良くない

その他

無回答
ｎ=121

【住まいの問題点】
（％）

複数回答

 

 
住まいの問題点では、「住宅

の老朽化」、「家が狭い」、「家

賃が高い」の回答が多かった。 

 

 

 

 

 

４ 収入・年金について 

 

12 .5

10 .5

21 .3

53 .0

3 .1

5 .6

15 .0

20 .2

1 .7

5 .2

0 10 20 30 40 50 60

自分で働いて得た収入

自分の年金・手当や恩給

自分の預貯金利子や株配当

自分の不動産等の財産収入

自分の預貯金を下ろす

家族からの援助（仕送り）

家族以外からの援助

その他

収入はない

無回答

複数回答
ｎ=287

【本人の収入源】 （％）

 

 
本人の収入源をみると、

「自分の年金・手当や恩

給」が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 就労の状況について 

無回答

5.2%

わから

ない

29 .6%

現在一般

企業で働

いている

3.8%

希望

しない

33 .5%

希望

する

27 .9%

ｎ=287

【一般企業へのに就職について】 

働いている

25 .1％

働いていない,

69 .7％

無回答 5 .2％【就労状況】

n=287

 

 

 
 

就労状況は、「働いている」が 25.1％あった。 

一般企業への就職については、「希望しない」が 33.5％、「希

望する」が 27.9％であった。 

 

 

６ 日中活動について 
 

その他

5 .9 %

地域生活支援

セン ター に

通っ てい る

0 .7 %

デイ ケアに

通ってい る

5 .9 %

無回答

2.1%

福祉施設に

通ってい る

9 . 4%

仕事を

してい る

8 .7 %

家で過ご

している

66 .6%

【日中の活動場所】
 

 

 

 

 
日中の活動場所は「家で過ごしている」が最も多か

った。 

 

 

学校に

通ってい る

0 .7 %
ｎ=287
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就職する

18 .8%

アルバイト

する

12 .9%

施設に

通所す る

10 . 5%

施設に

入所す る

4. 9%

専門学校・大

学等へ通う

3. 8%

自宅で

過ごす

24 .3%

その他

15 .0%

7 .0%

職業訓練を

受け る

2. 8%

ｎ=287

無回答

【今後の過ごし方】

 

 
 

今後の過ごし方では、「自宅で過ごす」が 24.3％

と多く、次に「就職する」の 18.8％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 外出時のことについて            

 

23 .0

22 .3

3 .8

25 .9

4 .2

1 .0

6 .6

13 .2

0 5 10 15 20 25 30

電車、バス、タクシー等の乗換えが複雑で難しい

目的地への行き方がわからない

切符の買い方がわからない

標識・表示の案内がわかりにくい

人が多くて困る

介助してくれる人がいない

その他

無回答

複数回答
ｎ=287

【外出時に困ること】 （％）

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出時に困ることについては、「人が多くて困る」とする回答が最も多かった。 

 

８ 相談について 

 

13 .2

18 .5

24 .4

3 .1

5 .9

2 .4

18 .1

74 .2

2 .4

18 .8

6 .3

23 .3

36 .6

24 .0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

父

母

兄弟姉妹

子ども

配偶者

祖父母

主治医

病院・診療所の看護師･ケースワーカー

作業所・施設の指導員

保健所の職員

友人

近所の人

その他

無回答

複数回答
ｎ=287

【悩みごとなどを相談する相手】
（％）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
悩みごとなどを相談する相手では、「主治医」が最も多く、次に「母」となっている。 
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９ 災害対策・情報提供について 
 

 

 
災害時で不安に感じるこ

とをたずねたところ、「医療

機器の使用や服薬ができな

くなる」が最も多かった。 

 

 

 

 

 

 

 6 .6

22 .6

9 .4

18 .1

14 .6

44 .6

10 .5

18 .1

11 .1

0 10 20 30 40 50

災害の状況がわからない

災害の発生などを消防署や周囲の人へ連絡できない

初期消火ができない

自力で避難できない

医療機器の使用や服薬ができなくなる

その他

特になし

わからない

無回答

複数回答
ｎ=287

【不安に感じること】 （％）

 

10 精神保健福祉施策について 
 

【利用状況】 

 

13 .6

9 .4

9 .8

70 .4

2 .4

4 .2

3 .5

2 .4

1 .7

2 .8
97 .2

98 .3

97 .6

96 .5

86 .4

97 .6

95 .8

29 .6

90 .6

90 .2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者職業センター

精神障害者ショートステイ

精神障害者生活訓練施設

精神障害者グループホーム

精神障害者ホームヘルプサービス

入所授産施設

通所授産施設・共同作業所

病院デイケア

保健所デイケア

通院医療費の公費負担制度

利用している 利用していない

 
 

 

精神保健福祉施策の利用

状況をみると、通院医療費の

公費負担制度を「利用してい

る」とする回答が 70.4％と高い

割合を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
精神保健福祉施策

で充実してほしい点に

ついては、「医療を受け

やすくして欲しい」が最

も多く、次いで「障害者

に対する理解へのＰＲ」、

「住宅を確保しやすくし

て欲しい」の順に多かっ

た。 

 

 

 

33 .4

10 .5

14 .3

8 .4

28 .6

16 .0

12 .5

8 .4

17 .1

30 .3

36 .2

32 .4

0 5 10 15 20 25 30 35 40

住宅を確保しやすくして欲しい

医療を受けやすくして欲しい

就労支援や職業訓練の充実

スポーツ・レクリエーション活動、文化活動の充実

地域の人との交流の促進

入所施設の整備

通所施設の整備

相談事業の充実

障害者に対する理解へのＰＲ

ボランティアの育成・支援

ホームヘルプ事業の充実

ショートステイ事業の充実 複数回答

【精神保健福祉施策で充実を望む点】 （％）

20 .9無回答
ｎ=287
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４ 就学前障害児 

１ 基本属性についての属性 
 

 １歳

5 .5%

２歳

12 .7%

３歳

23 .6%
４歳

23 .6%

５歳

16 .4%

６歳

18 .2%

ｎ=55

【年齢別】

持って

いる

36 .4%
持って

いない

63 .6%

ｎ=55

【障害者手帳の所持】

 

 

 

 

 

 

 

 

 
年齢をみると、３、４歳が同じ割合で多く、次いで６歳、５歳の順になっている。 

障害者手帳を「持っている」人は 36.4％であった。 

 

２ 幼稚園・保育園等での生活について 
 

 

 

 

 
福祉センターのみに通っていない人が、

通園生活で関心のあることは、「教員や保

育士の子どもに接する態度」が高い割合を

占めた。 

 

 

 

 10 .0

20 .0

10 .0

60 .0

6 .7

56 .7

6 .7

66 .7

40 .0

0 10 20 30 40 50 60 70

教員や保育士の指導方針

教員や保育士の子どもに接する態度

子どもの学力の向上

子どもの生活能力の向上

幼稚園や保育園の施設設備などの環境

他の子どもたちとの交流

幼稚園や保育園の行事への参加

障害があることに対する他の保護者の理解

無回答

複数回答
ｎ=30

【通園生活で関心のあること】
（％）

 

 

2 .8

55 .6

61 .1

88 .9

5 .6

27 .8

11 .1

2 .8

2 .8

0 20 40 60 80 100

福祉センター担任など職員の指導方針

担任など職員の子どもに接する態度

療育相談職員による訓練や相談

福祉センターにおける吸引などの医療的ケア

保育園や幼稚園等との連携

福祉センターのほかの児童との関係

福祉センターの行事

保護者会などの会合

無回答

複数回答
ｎ=36

【福祉センターの指導で関心のあること】 （％）

 

 

 
福祉センターの指導で関心

のあることについては、「療育

相談職員による訓練や相談」

が最も多かった。 

 

 

 

３ 日常生活について 

 

 （％）

 

 
一時的に保育できない場合

は、「親戚や知人の家に預け

る」が最も高い割合を占めた。 

3 .6

9 .1

14 .5区の短期保護事業を利用する

その他

無回答
ｎ=55

複数回答

1.8

5 .5

12 .7

41 .8

52 .7

0 10 20 30 40 50 60

親戚や知人の家に預ける

親戚や知人に自宅まで来てもらう

民間のベビーシッターを依頼する

ファミリー・サポートセンターを利用する

子供家庭支援センターを利用する

【一時保育できない時の対処について】
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４ 悩み、不安に思うこと及び支援策について 
 

 

 

 

 
子育てにおける悩み、不安な点については、

「子どもの就学や進路」とする回答が、最も

多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 .0

12 .7

36 .4

23 .6

1 .8

7 .3

10 .9

10 .9

85 .5

47 .3

18 .2

9 .1

25 .5

27 .3

32 .7

29 .1

0 20 40 60 80 100

子どもの就学や進路

子どもの健康　

子どもの余暇の過ごし方

子育てへの家族の協力

幼稚園・保育園・福祉センターの指導方針

自分の時間がとれず自由がないこと

自分自身の子どもへの接し方

兄弟姉妹の子育て

他の保護者との関係

社会からの孤立感

障害への周囲の理解

障害に対する相談機関がわからないこと

医療費などの経済的負担

地震などの災害時の避難

その他

無回答

複数回答
ｎ=55

【子育てにおける悩み、不安な点】
（％）

 

 

 

 

 
障害児を持つ家庭への支援策につい

ては、「進路などの相談体制や情報の

充実」が最も多く、次いで「言語聴覚士

など専門家による指導の充実」、「保育

と教育の連携体制の充実」の順であっ

た。 

 

 

 

 

 

５ 発達障害者支援法について 
 

23 .6

7 .3

9 .1

7 .3

5 .5

10 .9

70 .9

40 .0

67 .3

29 .1

14 .5

56 .4

47 .3

7 .3

36 .4

21 .8

5 .5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

保育士や教員の資質の向上

保育と教育の連携体制の充実

延長保育などの保育サービスの充実

一時的に預かり保育してくれる施策の充実

言語聴覚士など専門家による指導の充実

子どもの個別指導プログラムの作成

進路などの相談体制や情報の充実

保護者や家族のカウンセリングの充実

児童虐待への対策

保育教育施設の設備の充実

公園や道路などのバリアフリーのまちづくりの推進

犯罪からの安全の確保

地震などの災害時の安全の確保

保健、医療サービスの充実

手当や給付などの経済的支援

住宅施策の充実

その他

複数回答
ｎ=55

【障害児を持つ家庭への支援策】
（％）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他

5.5%

わから

ない

34 .5%

現状の

ままで

よい

12 .7%

早期発

見体制

の充実

47 .3%

【乳幼児の障害早期発見のあり方】

ｎ=55

 

乳幼児の障害早期発見のあり方では、「早

期発見体制の充実」とする回答が多かった。 

就学前後それ

ぞ れの特性に

応じて別個の

教育・保育を

行う ほう が

よ い

7. 3%

わからない

10 . 9%

就学前後それ

ぞ れの環境を

尊重した上で、

保育園・幼稚

園・学校の連

携を 強化

就学前後に 関

わらず個人個

人に 応じて一

貫したプ ロ グ

ラ ムを作り、

それに 基づ い

て支援を

行う べき

45 . 4%

【就学前から後の発達支援のあり方】

就 学 前 か ら 後 の

発達支援のあり方で

は、「就学前後にか

かわらず個人個人に

応じて一貫したプロ

グラムを作り、それに

基づいて支援を行う

べき」とする回答が

最も多かった。 
す る ことで

支援す べき

36 . 4% ｎ=55
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１ 基本属性について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
年齢別では、６～８歳が 39.1％と多く、次いで９～１１歳、１２～１４歳の順になっている。 
障害者手帳の所持者は 64.3％であった。 

 

２ 通学、学校生活・について 
 

 

 

 

 

 
学校生活で関心のあることは

「子どもの生活能力の向上」とする

回答が最も多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

３ 放課後、日常生活について 
 

 

 

 

育成室未利用者の放課後の過ごし方をみると、「自宅

で家族といることが多い」が最も多かった。 
 

 
 

就学後障害児 ５ 

６～８歳

39 .1%

９～11歳

32 .2%

12～

14歳

25 .2%

15歳

以上

2 .6%

不明

0 .9%

ｎ=115

【年齢】

持って

いない

35 .7%

持って

いる

64 .3%

ｎ=115

【障害者手帳の所持】

14 .8

0 .0

10 .4

7 .8

2 .6

47 .0

54 .8

27 .8

78 .3

0 .9

7 .8

5 .2

33 .0

0 20 40 60 80 10

教員の指導方針

教員などが子どもに接する態度　

子どもの学力の向上　

子どもの生活能力の向上

学校で使う教科書

学校の施設設備などの環境

他の障害をもつ子どもたちとの交流

通常の学級の子どもたちとの交流

学校の行事（運動会等）への参加　

学校への送り迎え

保護者会などの会合への参加　

障害があることに対する他の保護者の理解　

その他

複数回答
ｎ=115

【学校生活で関心のあること】
（％）

0

親戚・友人・

知人の家な

ど 自宅外に

い る ことが

多い

3. 5%

自宅で

家族とい

ることが

その他

8 .2%

【育成室未利用者の放課後の過ごし方】

多い

88 .3%

ｎ=85
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育成室の生活で重要な

点は、「同じ育成室の子ども

たちとの交流」が最も高い

割合を占めている。 

 

 

 

 

 

 
6 .9

6 .9

69 .0

0 .0

31 .0

65 .5

17 .2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

育成室職員の指導方針

育成室職員などが子どもに接する態度

子どもの生活能力の向上

同じ育成室の障害をもつ児童との交流　

同じ育成室の他の子どもたちとの交流　

育成室の行事を通じた交流　

学校から育成室への通室　

複数回答
ｎ=29

（％）【育成室の生活で重要な点】

 

 

４ 悩み、不安に思うこと及び支援策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

9 .6

11 .3

9 .6

27 .0

6 .1

0 .9

6 .1

2 .6

14 .8

2 .6

18 .3

65 .2

47 .0

27 .0

57 .4

24 .3

41 .7

62 .6

22 .6

0 10 20 30 40 50 60 70

教員の資質の向上

福祉と教育の連携体制の充実

通常の学級との交流学習の充実

放課後等の居場所対策の充実

スポーツ・レクリエーショ ン活動・文化活動の充実

子どもの個別指導プログラ ムの作成

子どもの成長や進路についての相談体制や情報の充実　

保護者や家族のカ ウンセリングの充実

児童虐待への対策

学校施設の設備の充実　

公園や道路などのバリアフリーのまちづくりの推進

保健、医療サービスの充実

犯罪からの安全の確保

地震などの災害時の安全の確保　

保健、医療サービスの充実

手当や給付などの経済的支援

住宅施策の充実　

その他

無回答

【障害児を持つ家庭への支援策】
（％）

複数回答
ｎ=115

17 .4

15 .7

18 .3

12 .2

35 .7

20 .9

3 .5

81 .7

21 .7

57 .4

8 .7

32 .2

33 .9

26 .1

23 .5

9 .6

0 20 40 60 80 100

子どもの就学や進路

子どもの健康　

子どもの余暇の過ごし方

子育てへの家族の協力　　

学校（教員等）の指導方針　

自分の時間がとれず自由がないこと　

自分自身の子どもへの接し方

兄弟姉妹の子育て

学校への登下校

他の保護者との関係

社会からの孤立感　

障害への周囲の理解　

障害に対する相談機関がどこかわからないこと　

医療費などの経済的負担

地震などの災害時の避難

その他

複数回答
ｎ=115

【子育てにおける悩み、不安な点】
（％）

子育てにおける悩み、不安な点については、

「子どもの就学や進路」を最も多くあげている。 

 
障害児を持つ家庭への支援策は、「教

員の資質の向上」と「進路などの相談体

制や情報の充実」、「放課後等の居場所

対策の充実」の割合が高かった。 
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５ 特別支援子育て事業について 
無回答

1.7%

事業に

ついて

知らない

46 .2%
利用したく

ない

24 .3%

今後、利

用したい

20 .0%

今後も

利用し

たい

7.8%

ｎ=115

【一時保育事業の利用の有無】

 

 

 
一時保育事業で「今後も利用したい」、「今後、

利用したい」とする回答は、合わせて 27.8％であ

った。 

 

 

 

 

６ 発達障害者支援法について 
 

 

早期発見

体制の

充実

50 .4%
現状の

ままで

よい

13 .9%

わから

ない

27 .0%

その他

8 .7%

【乳幼児の障害早期発見のあり方】

ｎ=115

 

 

 
乳幼児の障害早期発見のあり方では、「早期発見の体

制の充実」をあげている人が多い。 

 

 

 

 

 

 

無回答

0. 9%

その他

3. 5%

わから

ない

8. 7%

就学前後それ

ぞ れの特性に

応じて別個の

教育・保育行う

ほう がよ い

10 . 4%

就学前後それ

ぞ れの環境を

尊重した上で、

保育園・幼稚

園・学校の連

携を 強化す る

ことで支援

す べき

38 . 3%

就学前後に 関

わらず個人個

人に 応じて一

貫したプ ロ グ

ラ ム を 作り、そ

れに 基づ い て

支援を

行う べき

38 . 2%

【就学前から後の発達支援のあり方】

ｎ=115

 

 

 

 

 
就学前から後の発達支援のあり方は、「保

育園・幼稚園、学校の連携を強化し、支援す

る」、「個人に対応したプログラムを作り支援す

る」がほぼ同じ割合で多かった。 
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